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まえがき

今回調査対象にしたカンボジア国とミアンマ国は両国とも長い欧州支配の後に独立を勝

ち得たがその後も内戦は納まらず政情不安から多くの発民が流出した国である.カンボジ

ア国では現在国連監視下において新政府作りに向けて各派間で話合がもたれている｡ミャ

ンマでは新憲法策定に向けて民主下推進中である｡両国とも内戦中農業生産力は衰退し,

地方経済は破綻に貧している｡難民帰還に伴い地方農村も年を追う毎に年々活況を帯びて

きている｡今後急激に増加するであろう人口に対応し得る食糧増産の必要があり緊急に米

の増産及び収穫後処理対策事業実施の必要性が言われている｡カンボジアでは食糧自給達

成後は余剰穀物を商品化して行く計画であり､その第一時目標を1960年代当時の米輸出相

当量に設定してある｡一方ミャンマでは現在も米はチイク材と並ぷ主要輸出産品の一つで

あり今後もその地位は揺る割削､.疲弊した国家経済を復興させ､地方経済の活性を促進

する為に国際商品化へ向けた米の製品､品質管理は国家経済再建の一翼を担うものと考え

る｡

海外農業開発コンサルタント協会(九DCA)は調査団〔並里次雄(CPC).秋EB.南日(三菱商

辛).本間(くぼた),山崎勇(OhIIC),加が井悦朗(日本車輔)〕を派遣して農業開発の可能性

について現地調査及び情報､資料収集を実施し,当国の開発方針との整合性を考慮し､こ

こに報告を纏めた｡

平成4年10月

ADCAプロジェクトファインヂング調査

団 長 並里 次雄
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第1章 カンボジア米穀産業復興計画

1.調査の背景

カンボジア国は､ 1978年にブィエトナムの『カ』国武力介入によりヘン･サムリン政権

が擁立されて以来､右政権に対抗するシアヌーク派､ソン･サン派､ポル･ポ卜派の3派

連合による民主カンボジア連合政府との問で対立が続いた｡民主カンボジア連合の3派は､

それぞれ独自で『カ』国全土に及ぶゲリラ活動を展賢していたため､ 『カ』国は内戦状態

に陥り､国土の荒廃､経済の破綻､人材の流出等により､内政･外政･経済活動の混迷状

態が続いていた｡かかるカンボジア問蓮の解決に向けて､国連を始めとする様々な調停工

作の結果､ 91年10月､パリ和平協定が調印され､引き続き12月には､上記3派にヘン･サ

ムリン派(現政権)を含む4派代表による最高国民評議会(S”C)の会合が開催され､

『カ』国は国連暫定統治機構(UNTAC)の協力のもと､国家復興に着手することとな

った｡

『カ』国は､平均余命49.2才､乳児死亡率123/1,000 ､ 5才未満死亡率193/1,000 ､妊

産婦死亡率8′/1,000と､アジアの中ではネパールと並んで最も低い水準にある｡長期にわ

たる内戟が国民の生活に多大なる影響を与えている｡

かかる状況を踏まえて､ 『カ』国政府は､食糧自給と国民の栄養改善を推進する目的か

ら､主食となる米穀産業の早期復興を行い食糧自給安定化を達成し､将来的には1960年代

規範の輸出力を着けた計画を持っている｡当計画は国民開発計画の中で､食糧自給計画､

保険改善計画の中で住民の基本栄養改善政策の一環として米穀産業復興の必要性を国家基

本政策の一つに掲げている.



人 口

4つの地域区分(UNDP Needs Assessment Study. 1989)

面 積(kd)

1)中南部(Center and South)

2)北 部(North)

48, 491

37, 498

3)西 部(West and Northwest) 48.554

4)東北部(North and lortheast) 48,000

合 計 182,543

人口'90 (,000)

6,018 (69%)

1,109 (13%)

1,221 (14%)

334 (4%)

8, 682

プノンペンを中心とするメコン川下流周辺とトンレサップ湖周辺(農業･水産に適した

地域)に人口が集中している｡国土の30タ`に人口の90%｡

90年以降､人口が2.5%- 3.0,0/6程度で増加し､さらに帰還した顛民35万人を加えると､

93年末で約1,000万人､その後も､ 2.5/0,o'程度で人口増が続くと2000年には1,200万人程

度の人口規模となる｡

タイに住む難民の約80,9,` (26万人)が､北西3県(Banteay MearlChey, Battambang,

Siern Reap)に帰ることを希望(出身池)
｡国内襲民がどこにいて､どう移動するかは不明｡

今後の全国的な人口分布は､経済･産業の発展の過程により異なるが､全体としては､

農業のポテンシャルが高く､土地に対する人口圧力も全体的には低いことから､農村人口

は､今後も増加傾向は続くであろう｡一方､現在の都市人口は､全人口の12-15,0,.'程度と

低いため､今後､都市人口は経済発展に伴い､他の途上国同様に､加速的に増大するであ

ろうo さらに､難民の帰還地での定着が困難となった場合あるいは地方での農業が停滞し

た場合には､都市(特に､プノンペン)への過度の人口集中の問題が発生する可能性があ

る｡

難民の80%が西部地域･ 20%が中南部地域に帰還し､今後の人口増加が､中南部･西部

で年39b'､北部･東北部で2,91J5とした場合､ 4地域の2000年人口は以下のようになる.｡

人口 2000 (,000)

1)中南部(Center and South)

2)北 部(No=h)

3)西 部(West and Nol.thwest)

4)東北部(North and lVortheast)

合 計

8.170 (68,Qb')

1,390 (12,04;)

2,030 (17%)

410 (3%)

12, 000



産 業

農林業･水産業

農業(おもに米) ･水産業(淡水)いずれも､メコン川下流域･トンレサップ湖周辺

(人口分布にほぼ比例)で行われている｡水産は､トンレサツプ湖の自然の恵みによる

ところが大きいが､米の生産は､ 1.3t/haと生産性は低い｡米は､ 60年代半ばには年

間50万トン程度も輸出しており､生産のポテンシャルは高い｡

その他､材木･ゴム･果樹･たばこ･コーヒーも国内消費･輸出のために生産されて

いる｡ (地域的には､米に適さない場合か)

引き続き､カンボジアの最重要セクターであるc地域的には現在と同じ地域で､生産

性を上げるためのかんがい等の基盤整備･投入物の増加･改良を継続する必要がある,

付加価値を高めるために､農産加工業(食品･木材加工)を地域で振興することが重

要である｡

工業･その他

1970年までに､外国の援助を得なから(主に､中国などの社会主義国から)
､いわゆ

るプラントt,のの建設(あるいは､準備)を進めたが､ 1970年代からは､停滞と破壊の

連続で､カンボジアの工業は疲弊しきっていた｡ 1980年代に入り､再建が試みられてき

たか､大きな進展は見られない｡現在の工業は､主に地場資源に根ざした(食品･木材

･繊維･機械修理等)中小規模のi)のであるが､製造施設の老朽化･スベ7パーツの不

足･原材料の不足･電力の不足等､あらゆる困難に直面している｡

地域的には農業と同様に､中南部(プノンペンとその周辺･コンポンソム/カンポッ

ト)に集中しており､ついで西部のバックンバンとその周辺である｡

引き続き､一次産品加工型(金品･木材･績椎)を振興することが､賢明な選択であ

ろう｡工業化の進んだタイ･注目を集めるべトナムのような外国投資は､中期的には可

能となろうか､短期的には多くは望めない｡タイとの国境では､タイでも引き合わなく

なった労働集約的工業か進出する可能性があるが､指摘されるように､法律の整備･金

融制度の整備が必要である｡

地域的には､労働力があり､基盤も相対的には整っているプノンペン周辺へ立地する

可能性が高い｡プノンペンへの人口集中を避け､特に､ 10年間で60_91,(I)Jもの人口が増加す

る西部の人口を安定させるためには､農業開発と平行して､産業間発ポテンシャルの高



い地域中核都市に工業を誘導することも重要である｡ (例えば､コンポンソム:港湾都

市･輸送基地･工業､バッタンバン:西部中核都市･サービス･農産加工･機械修理､

ポイベト:国境貿易･輸出加工､シアムレソプ:観光基地､べトナム国境:国境貿易)

観光資源の開発､特にアンコールワットの整備は､貴重な外貨収入源として早急に整

備を進める必要がある｡ (ADBレポートでは､タイに旅行する年間500万人のうち､

10%の50万人が2日だけアンコールワットに立ち寄り､ 1日50ドル､ 2日で100ドル使

えば,年間外貨獲得がこれだけで5000万ドルとなり､これは現在のドル決裁輸出の2倍

に相当するとしている｡ )

カンボジアの現在の特徴的な問題として､大量の帰還難民･大量の元軍人･大量の社

会的弱者(未亡人･孤児･障害者)の存在があり､これらの人々を社会がどう支えてい

くかが､今後のカンボジアの安定的発展の大きな課窟である｡具体的には､雇用の機会

を何で提供するかということである｡葉臣民･軍人に対しては農業ではあるが､復興建設

のための土木工事をできるだけ労働集約的に行うことなどで､雇用機会を拡大すること

ができる｡社会的弱者に対しては､雇用の機会の提供(例えば､コテージインダストリ

I)も含めコミュニティーの支援が不可欠であり､これに対する援助も考えなければな

らない｡



ユカンボジア国債良種子生産･配布計画

米生産の現状

カンボジアの米生産は､ 1960年代には最盛柑12407j'トン(作付面積は2501jjha)L:i

達し､ 1969年には50万トンの米輸出を行ったが､ 70f:F--11こはP瀬k6r)旨Z響'1Tt57ノj

トン(作付面積は77万ha)にまで激減した｡

80年代に入って次第に回復し19901･Fには233h-トン((''l判.画伯.:,三163ノj-hとL)七!r(ill.[h･

期の93%となったが､ l司内消費量に対して10%程度(2Oノj■トン)‾村上して:-∴二,;i)こ

況である｡

生産地城は､トンレサップ湖周辺からメコン川下.;I--;E城に位置するPreyVeng､

Takeo､ KampongCham､ SvayRieng､ SiemReapなどの各州に集叫ノてい

る｡ (Fig.1参照)

稲作は､雨期作と托,fU]作に大別され､潅沖u-L'i･:i_kLが3%程度と低い水準(:=あるJ＋=よ′,

雨期作が90%以上を占LV)る｡雨期作には大水円, 採水日]の3形態があり､

天水口が主体である｡乾期作では､完全な満潮によるもの､採水地域､湖桝､

河川の水i･原を主にして潅親水を補B)J的に使用するもuL)の2椎頼がある｡

稲品種は在来種が主イ木でIR系o)HY】引ま雨期作の一郎と絃期作に使周されている

が､作付面積は3方haで全作付面積の2%弱を占めるに過ぎない｡ (Tablel参照)

90年における1ha当たりの平均収量は雨期作では1.34トン/ba､托期作では2.7

トン/haとなっている｡メコン川T,A.;I/i己城の))u!沃な土壌に恵まれながらこの様に

生産性が低いのは､天水[目が主イ本で作付が不安定なこと､陸稲､探水田など生

産性の低い稲作の割合が高いことのほか､優良品椎,})普及割合が低い､ ),:b肥暑

が少ない､病害虫の一U)-J徐体制が不十分など(I)栽培技術l二の問題も多いo

今後米の増産を図って自給ラインと見られる290万トンに引上げ､更に外貨婚

碍のための輸出産品に育て上げていく為には,作11J･f.如積の拡大(復旧)と生産件

の向上の面から検討していく必要がある｡

水EEl面積(含む陣[[1)は601F･1‾u･二は250)j'haに達していたが､現在はこの:)ち

62%に当たる155TJ'halvか利川されていないo 当i-[lj,水U･'d､農地の整仰､労働

力の確保､機械1ヒの推進などを通じて水LIJITl11真の拡大を回っていく必要があ

る.又､絃期作は現在14万haと水tTl面積o)10%程度しか普及して居らず､ .;l'(17.軌

綱の整備により拡大することが見込まれる｡特に蛇糊作は､ IR糸の優良品椎の

導入が容易なこと､柄害虫も少ないことから生産性が高く､作柄も安定してい

ることから増収をL宮】る上では有)Jな1.Jj'法であるo

他方､生産件を向上していく手段としては､傾良性子､肥料､農薬､農機具な

ど農業資機材の安定的供給と過L)Jな利川がJ上Z､安となるo これらの整･1)TFl:利用o)効

率化をl窒jるた&て)には農業行政の整備の他､試族Iur･究,優良種子の生産配れ 普

j



及組織､金融制度､農協組織など農業関連削度の再整備･強化を回っていく必要

がある｡

種子生産･利用の状況

カンポジ7における育種家種子の開発･生産及び原憧u)/巨産(増殖)はToul

samrong Rice Farm､ Cambodia-IRRI Rice Project等で行われ;川i､ IRRi171:I;:･･rH)･･

外から輸人する場合があるo普及用種子o)生産ぱ1'oulSamrongRiceFarm,

Rob Srau riceFarmのほか､ PreyPdau Rice Research Station /:} i;3 ～)J･]l)('t･=

stationで生産されるo しかしこれら公的機｢芸｢-L7Tl生産され/J帽pr)'･;i5()O ｢ン･トLILL

と見込まれほとんど(rま種子農家で生産された籾u)利梢放7Fベトナム等かLh,帖一′し

される種子である｡,

桂子の涜通は､農業省のCentral Company ofAgricultul･al M･aterial (C.C.A.”,

農業資材局)が担当しており公的機関で生産された捜子ベトナムからの輸人様子

が主体で一般農家で生産される桂子は直積農家に販売されている｡

原種､普及用桂子の生産･流通過程におけるFIRFj掛烹も多い｡ '7[tず/i='.潅o)J設階でl'･よ

純粋でかつ良質の育種家種子･擬種の確保が維しい事であ('j又種子として(7/)JJ巴培

管理が不徹底であるo 特に種子農家で生産される普及絹枝子にあっては通青,})

籾を月]いて牡産するため種子としての特性をほとんど有していない｡

涜通段階における検査については､上記C.C.A.M.の取りi]1})ものでも肉眼検査

を簡単に行う程度で圃場検査､発芽検査が実施されるケースは柿である｡輸入

種子は輸出Eji]で1,JE､の検査を了し検査証が涼付されているが､匡†内の種子農家

で生産されたものはほとんど;1tlJ';検査で流通されるo

普及局種子の流通量はC.C.A.M.によれば年間4,OOOトンと見込まれるo これは

賓必要量を150方bax50kg(ha)×1/3(更新率)-25,000トン と見るとそ(7)

16%程度をカバーしていることになるo 他方､現在流通して.いる桂子の質を考

慮すると優良種子の普及割合はもっと低いことになる｡

今後急速に米増産を国名た桝二は､優良種子の普及による方法が最も手っと1,)

早いが､ -)jンポジT a)種子!-A-i.産･･;JiE滴及び検奄o-)現収から考えて新品種(i)開発を

])rL道化すること､桂子の/=L･.産休糾,})強化,椎了･),if'il家,].)育城,流通を担当する

C.C.A.”.の強化･拡充､校費機関の碓;[.､農家が優良椎'･j'-をイLLlm-う‾るため0)普及

括軌強化(デモファームの設置､普及7T:I=1.織の充実等)など結合的な対策が必要であ
‾一?

/Jo

優良桂子生産･配布計画

(1) プロジュク卜の必賓性

7'. 1988年に,13けるGNPに占ム/)る産業セクター別の割合は､農業

40.40%､工業26%､商業11.86%及び建設10.33%であり､最近では農業

が漸減､二工業が憎J)”(頃E'Jilにあるも,}L)の､農業の;(:Tj::演に占める地(-t!.は依

然として高い｡就業面では人口の90%以_Lが農村地域に居住し､生計

b



を農業に依存しているo 丈､輸出ではゴム､木材､メイズ､大豆な

どの農林産物が上位を占めている()こ,I)様にカンボジア0)不上套,絹

済は農業特に米に強く依存しており, 20年間に亘る内線によ11')夙･二与i+∴

た経済の復興括惟化の為には先ず農業の振興が急務である√)

イ.カンボジアの国土は平坦でメコン川,7)下流域に広がl/)､水質批∴_･

恵まれており､工作可能地は450万haと云われるが､現在,;})利耶絹

は280万haと可能地の60%に過ぎない｡こ,})ため､農業+I)iiij7･ii･q-.I,･i･:二刀こ;I:.:7

絶遠践のための増産､輸出用のメイズ､大豆芋川作拘,))1P='HJf;:'',(1･7):}'-･:/ノ･-

は､水路網の徹E､緋地･農道整備など(T)インフラ,.I)車割箭を朴I('‖;1-

面積を拡大する必要がある｡又農業研究､優良種子､月Lrl料､農薬/;.I,:と■

農業資材の安定供給,農業機根化の促進､普及別便の充実など:.二よ()

単位収量の増加を図る政策の実施が必要である｡

･'7.上記諸施策の内､優良種子の安定供給システムを整備することはそ())

速効性と掛斉効果の面で最も効果的である,, ;]Jlンポジーア0)様子!E.1妾体

制はきわめて貧弱な柑兄であるo 第1に､育椎用椅子一府椎-普j,1fJLI

種子の明確なほ分がなく､普通の種籾(又は籾)を用いて生産を行って

いるため品質が悪い｡第2に検査イ本別が不十分な上に､検査器具t';1?.I;-

く十分な検査が行われていないo

第3に種子生産体制が不十分なため､種子供給量がヴェトナムからの

輸入権子を含めても4,000トン程度で必要量の16%と少ない｡

(2)プロジュク卜名

プロジェクト名は｢優良桂子生産センター設置計画_】とする｡

(3)プロジェクトの実施地区(pllIとして)

優良椎子生産センター 本部 phnon penh

支部 Battanrnbang､ Kampong
cham､及び

Takeoの3カ所

(4)プロジュク卜の骨組み

プlコジュク 卜0)汚動は､ 2つO')ステ-ジに分かれるo 第1ステージはセン

ター所有の種子圃場における櫓子生産であり第2ステージは種子の選別消

毒及び検査である｡

生産された種子は農業省の農業資材公子+二を通じて農民へ販売される｡

(5)政府の支援

優良種子の生産､普及を推進するたん′)には本プロジェ//卜を実施するだ

けでは不十分であり､良質で純度の高い育椎家樵了-の確保､検定制度の導

入及び農民への啓蒙などが必要である｡放けHま､優良桂子生産対策の-一環

として種子法､椎子検査法など柁子行政を遂行する上で必要となる法体制

の整備､新品種認定委員会､種了･検査委員会など必要な委員会の設置が

′-′J
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必要である｡又育種家種子の開発のための試験研究機間の強化､さらに農

民に優良種子を普及させるための普及組織u)強化を併せて整備+てい′くJ:_二

葉がある｡

(6)プロジュク卜の目的

ア.米,メイズ､大豆等の優良種子生産･配ホシステムを整備し､優良婚･j･'

を安定的かつ安イilliで農民に供給することにより､農氏(jl)/-Li造作,jL-F;zi]l'

し所得の向上を【窒lる｡

イ.米の自給達成に寄与し､メイズ､大豆など申I;.h'LJ.lli'.品,I)増

殖得に寄与する｡

:二よ:')･外貨

ウ.国民経済の中核である農業が発展することによl:)柑斉t'T)括牲化発展i二

寄与する｡

(7)実施計画

ア.育種家桂子を生産する国立試験場の椎子匠場,})弓整備､櫓子処理案施政

び検査実験用器具を整備する｡

イ.原種及び普及同種子を生産する種子生産センターに対しては

㊦ 1センター当たり20Ohaの椎千国場を追放するとともに潅概施設を

整僻する｡又種子生産に必要となるトラククー､ WJl徐施設､コン

バインなど圃場用機械を整備する

①種子農家等への研修施設､桂子処理施設､種子貯蔵庫､事務所用の

建物1センター当たり2,000m2を整備する｡

･⑳年間1,000トン(うち500トンは周辺桂子生産農家から購入o )6r)種子

処理に必要な絃燥機､粗選機､精選械(2トン/H)､包装機械など施

設を整備する｡

･宙研修用機器､検査･実験用機材を整備する｡

ウ 農業賓材公社に対しては検査室､検脊器具,

する｡

(8)必要貸金

ア.旦立試験場の整備

イ.種子センターの煙拘､閉場柴備､岡場何機根

り.
”

種子処理施設

エ
”

Ti)r･修剛幾器等

オ.農業資材公社の整備

計

種子貯蔵庫を整備

Jrj7j'F:r]

100 100

80×4 320

100×4カ所 400

15×4 60

50

930



Table 1. Areaandyield ofricetypesin Cambodia, 1990･

RICE CULTURE TYPE HARVESTED Y[EしD NO. OF % OF

AREA (ha) tt/ha) PROVJNCES TOTAL AREA

A

1

2

3

4

WET SEASON TOTAL

IR varieties

Ea｢】y r】ce

Medium rice

Late rice

5 Upland rice

6 Deepwaler rice

1
,425､803

1.34

30.569 1.90

209.607 l.54

469.130 l.42

583,058 1.38

24,228 1.20

log.211 l.21

21 P1 64･

14 1.96

20 l-3'.48

20 30.16

14 37.47

15 1.56

15 7.01

B. DRY SEASON 130,076 2.70 15 8.36

GRAND TOTAL (A＋B) 1
,555.879

l.45 21 100.00
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3プノンペン近郊種子増産施設及び試験蹄場復興計画

･3:Deyeth稲作研究所復興

13)
Toul Krasaing Station種子増産圃場整備

13
Rap Sprov Station種子増産圃場整備

プロジェクト要請の背景

カンボジア政府は難民の帰還と国内人口の自然増を見込で主食となる米の自給を目指

している｡今後四派連合による新生カンボジア政府の誕生下においても国民の食糧確保

計画は当然の事ながら継続されるものと考える｡食糧の中で米増産を主眼におき､当国

政府にはまず食糧自給を速攻した後に輸出規模を1960年代規模まで復元したい希望を持

っている｡増産計画推進に当りカンボジア農業は全般的に優良種子､肥料､農薬､耕作

機器などが不足している｡特に農業省では各農業試験･研究機関､試験場の円滑な遷宮

を早急に実施しカンボジア農業復興を諮りカンボジア国経済復興計画の一翼を担うもの

である｡

各研究所の小史

1. Deyeth Rice Rereach Station (稲育苗圃場面積12ha)

1968年 日本政府により稲作研究機関として設立される｡

1975-79年: 閉 鎖

1979年 中央稲作研究として復興

2. Tout Erasaing Station (稲作圃場面積150ha)

1986年旧ソ連政村援助で綿花栽培農場として設立1988年までの2年間運営｡

現在水稲栽培用水円として転用｡

3. Rap Sprov station (稲作圃場面積130ha)

1986-88年綿花栽培農場として使用され､以後水田に転用される｡

プロジェクトの規模と内容:下記一研究所二試験圃場の復興及び整備

要 請 規 模

要請状の確認

プロジェクト名

プロジェクトサイト:

撫償資金協力 約12億円

現地農業省に要請状がある(栄)
｡英文別添付とする｡

プノンペン周辺地域種子増産による農業近代化計画

首都プノンペンが位置する Kandal Province内にある下記三カ

所の稲作研究場

1. Deyeth Rice Station (稲作圃場面積12ha)
2. Toul Krasaing Station (稲作圃場面積150ba)
3. Rap SpI･01′Station (稲作圃場面積130ha)

lロ
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カンボジア国精米工業改善計画

1.農業生産･食糧事情

カンボジアはかつて世界有数の米輸出国で､ 1969年には50万トン(積米)を輸出したことがあ

るが､ 1970年代以降､国内の戦乱によって､農耕地は荒れ果て生産は激減した｡戦後､米

(胡)の生産は､ 1985年の1,812,000トンから1989年の 2,572.000トンに増加したo この間

の年平均増加率は9%になるが､毎年の生産は安定しておらず自然条件に大きく依存してい

る｡そのため､政府によって科学的･技術的努力がなされているが､限定された諸条件の

もと､幼果は十分上がっていない｡また､農業生産に携わる労働力不足が生産に影響を与

えている｡

i991年の米生産量は約 200万トンで､ 1960年代中頃に比較して約30% 減っており､ 20万ト

ンの米が不足している｡現在のところ食糧の不足分は､諸外国から食糧援肋を受けている

が､遠からず昔のような食糧輸出Egに転化する可能性を有しているo 国家開発計画による

と､後述のように1993年から米輸出を再開する予定になっている0

1986-88年間の農業分野は､対 GNP比40-45%であり､工業分野に比べて発展が低かったが､

現在国をあげて復興･開発に破りかかっている段階にある,J

政府による穀物の国内取引量は､国全体からみればはんの一部であるが､近年徐々に増加

しており､次の実績を示している｡

1988年

1989年

米

メイズ(秦)

六 旦

豆 類

375,000トン

18,00D

17,000

4, 70CI

また､最近 5年間に輸出された食糧穀物は､メイズ(.赤)89,285トン､大豆59,287トンなどで､

全て原穀(未加工原料穀物)である｡

カンボジア米は品質的に､基本的な品種問題を指えている｡カンボジアでは､元来各地方

で特徴のある在来種が長い間栽培されていたが､内戦の間に各地の多数の農民が襲民となっ

て､これら有用な品種の継続栽培が困難となり､品種が有数してしまっているだけでなく､

他地域の品種と交雑してしまった｡このため､科学的な品種開発が必要となっている｡

12_



2.社会径済復興開発計画(199卜95)における農業開発

政府開発資金のうち､セクター別では最大の 30%が農業分野に向けられるが､ 199卜95年

における年径済成長率を10% と見込むと､工業は GHP比 37,8%に対し､農業は現在の

40% から 32%となる｡

農業政策は効率的な生産のために､次の特性を有する必須作物を集中的に生産する重点政

策を盛りこんでいるc

一 国民生活にリ ンクした作物

一 加工工業の原料となる作物

一 外貨収入をはかる作物

このガイドラインに基づいて､農業生産を拡大することになっており､それらは米(R) ･

メイズ･タバコ･ジュート･砂糖黍･ココナツ･キャッサバ･豆･ゴマ･胡破･綿などで

ある｡

さらに､開発計画では具体的な農業政策として､次のような点をあげている｡

･籾の生産は1991年に2.95百万トンに､ 1995年にほ単収l.6トン/ba にし､総生産量を 4百

万トンにしなければならない｡

･メイズ生産は､研究機関の研究成果と近代農法を取り入れて､ Sandal, Prey V6ng,

Kampong Cham 州等で今後も増産していくo

･種子･肥料供給などの栽培条件を改善し､他の作物とくに工芸作物の生産を奨励し､加

工工業のために十分な原料を確保できるように､努力しなければならない｡

･着実な農業発展のために､次の手段を取り入れることが重要である0

一 中央政府から州レベル迄の農業行政機構を改革し､専門的かつ技術的に管】望するこ

とを優先する｡

一 中央政肘農業省は､生産拡大のための政策策定･研究･組績化･普及の機能をもつ

のみとする｡

主要米生産地の 5開発センターにおいて､稲品種の遠別をするo

主要工業種子作物を普及するため､試験場を設立する｡

工業と輸出のための原料を供給するため､食糧と他作物生産のための重点州を指定

する｡

一
中央政肘は中･大規模かんがい計画に融資し､かんがい面積を45,000haまで拡大す

る｡市･州自治体は農民に対して､中央政何が建設･管理している主水路から､末

端水路までの建設に参加するよう奨励するQ 市･州自治体による小規模かんがい計

画は､農業省の認可を要する｡

一 隻約栽培技術は籾および他の重要作物の増産の基礎となるべきものであり､集約栽

.
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培地域を最低50万baまで適地に拡大する｡同時に多毛作の利点を拡大するため､特

定地域に重点をおく｡

なお､開発計画では食糧の生産目標を下記のとおり設定している｡

1986 1990 1991 1995

食糧(千トン) 2,.130 2,825 3,030 4,100

1人当たり(Kg) 275 326 340 412

さらに､全分野のなかで､農業および農産加工業の経済的優先度は高く､重点的に下記の

ことを目指している｡

･集約農業や藩政農業によって､農業生産条件を改善し､とくに米の生産性を向上する.

農産加工業は組織的に各地域の特徴に応じ､他の分野より速く発展させなければならな

いL,､径済再建のため農産加工品の輸出を増加するために､必要な機器･賢材を輸入し

なければならない｡

･農産加工品の輸出を目的とし､加工工業原料の確保を保証するため､農業開発を支援す

る｡

因に､工業分野の政策は下記のように述べられている｡

･工業は今後 5年間､既に設定された目標に従って､将来の経済発展のために､復興･再

構築されるべきである｡

･近代技術によって工業製品の品質を向上し､国際マーケットにおける競争力を高めるo

･工業政策は､国家の復興と開発計画に基づき､私企業と外国企業の投驚を増加させるた

め､適切な分野における秩序ある自由化を許可すべきである｡

カンボジアは､本来的に自然条件に恵まれた農業国であり､将来は農業生産を高め､農産

物を加工し､輸出することによって､経済的に自立が可能となるが､政肘貿易政策は次の

とおりである｡

･政府は､全ての経済分野において､経済原則に則り､世界の全ての国に対して､外国貿

易を自由化し､厳格な輸出入管理をおこなう｡

･外国貿易に関するすべての輸出入は､商業省外国貿易局が統括管理するo

199卜95年における,主要輸出品の目標値は次表のとおりである｡

14-



主要輸出品の目標値

1991

40,000

100

23,000

4,000

4,000

32,000

】,050

170

6,000

1992 1993

16,000

40,000 41,000

100 100

24,000 26,000

4,500 4,500

4,200 4,300

34,000 36,000

1,050 1,050

200 300

6,000 6,000

1994

16,000

∠12,000

100

28,000

5,000

4,500

38,OUO

1,05(I

400

6,000

1995

20,00D

43,000

100

30,000

5,000

4,500

40,000

1,050

500

6,000

199卜95

52,000

206.000

500

131,DOG

23,000

21,500

180,ODO

5,250

1,570

30,000

Commodities

lhcc

Rubber Crepe

Timber

Soybeans

Beans

Sesame

Red lⅡaize

Tabacco

Pepper

Car tires

口nit

tons

(1, 000ml)

tons

set

/∫



3.政府系精米施設の賀状

カンボジアでは政府系の精米工場および食糧倉障(下寿のとおり)は､商業省傘下のカンボジア中

央食糧公社(KaE)puChea Cerltral Food Company:KA止PE川E‡)に属している｡他方､近年の市

場径済の導入により､個人所有の精米所が増加しているが､全国に何カ所あるかば統計が

不備で不確かである

カンボジア中央食糧公社所有精米工場

No. Factory
llatne

Dirstrict Province No血inal Capacity

(milled rice/8 hl･S)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

Rice Hill No.I

Eice 甘ill No.2

Rice 止ill No.3

Rice Kill No.4

S官anaki No.2

Ekaphcap No. 3

Chundoour Svar C2

Tuk Tbla EI

Paur Kouy

Svay Antor 7-i

lVeak
Locurug 2-12

Tor)1.卓bot

Åchar Lask

Troang

且auntuy Vey

No. Yarehousc NaTnC

Russey K6o

EllSSey Keo

Russey Kio

Russcy Kio

Tirum Kh6t

Tirum Kh6t

Battam Barlg

Secrey Spban

TiruⅡl Eh6t

Prey Veng

Poan Ror

Kampong Siam

Tirum Ehet

Tirum Eh岳t

Tirum Eh6t

Pbr10m Pcnb 15

Phnon Pcnh 12

Phnom Pcnh 10

PbnoⅡ】 Pcllb 15

BattaD Bang 10

Battam Bang i2

Battam Bang 10

Banteay Hour)chcy 13

P11rSat 12

Prey V卓rlg 12

Prey V6ng 15

Eampong ChaⅦ 15

Kampong Thoh 15

Tak6o 12

Svay EierLg 12

Total: 】.90

カンボジア中央食糧公社所有倉庫

h'oⅢirほ1

Dirstrict Province Capacity(ton) CoTIStmCtCd

1 E_班.3

2 Tbcur No.1

3 Svay

4 Neak Locurng

Russcy K6o

BattaⅡI Bang

S∂rcy Sopban

Pcam Chor

lb

PbnoⅢ Pcnb 40,000 1957

Battam Bang 10,ODO 1957

Bar)tcay Hcan Chcy 5,000 1960

Prey V卓ng 5,000 198O

Total: 60,000



カンボジア中央会糧公社(EAIPR川E又)は1980年に設立され､任務ほ籾･精米･メイズの晴

入､消費者へ精米･メイズ･小麦粉の販売､農民に対し農具･種子･農薬などの供給､穀

物の輸出入であり､商業省の一部吊として位置付けられている｡本部はプノンペンにあり､

地方に支所をもっている｡

総職員数は約 300人､総裁1 ･副総裁3 ･浅りは職員である｡その内､約 2DO人がプノン

ペンに､残り約100 人が地方にいる｡

KAHPEIXEXの過去 5年間の取扱い実績は､籾･精米が毎年約50,000トン･メイズ20,000-

30,000トンとなっている｡輸出実績は米ではないが､メイズは毎年15,000-20,000トンあ

る｡

既存の精米工場は､巻末の精米工場レイアウト例に示すごとく機械株･倉庫･原動機室･

事務所･従業員宿舎･ワークショップなどから構成されている.建物は､事務所･宿舎は

木造､工場･倉庫は波型トタン張り平屋建てである｡

4.本計画の内容

カンボジアの農村地帯は､森林が未だに集っており､また地勢的に河川･沼などが多いた

め耕地は広く散在し､道路事情は悪い｡収積･集荷された柳などの農産物は､牛車などに

ょって幹線道路沿いの倉庫･精米工場まで運ばれる｡このような輸送事情から､施設規模

は､中規模(2トン/br)程度が適するといえる｡

設計に当たって､年間稼働時間数は､ 3,000-4,000時間が､農産加工業としての精米の場

合適当である｡

施設仕様は国内に供給する精米の生産を目的とするが､計画施設の長期的利用を考えると､

輸出用も同時に考えたものでなければならない｡後に輸出用に仕様を改めることは困難を

伴うからである.輸出用は高級米ではなく､中低品位米を製造するc 高級米は原料籾その

ものの品質を向上させることが必要であり､環在のカンボジアの実態からすると相当期間

を要するからである｡

次に､可能な限り既存の精米工場の建物を利用する｡機器と建物の耐用年数には差があり､

建物は未だ使用が可能なケースが多い.また､米倉庫を機械施設の設置場所として活用で

きることもある｡

計画地は､下記5サイトのEANPEINEX所属の精米工場とし､既存の精米装置を改修する計
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画とする｡

優先順序 地名 計画規模 年間処理量

1

2

3

4

5

Batta皿bang

Prey V舌ng

Banteay yeanchey

Pursa亡

Phr)om Penh

2トン(悟)/hr

2トン(塀)/hr

2トン(伊)/hr

2トン(拷)/hr

2トン(珂)/hr

6,000トン(初)

6.000トン(初)

6,000トン(初)

6,000トン(初)

6,000トン(朝)

計 30,ODOトン(顎)

表中の年間処理量は､国家開発計画で述べられている輸出目標量に見合うものである｡

カンボジアでは､現在のところ地方電化が未発達であるばかりでなく､電力が極度に不足

しており､精米工場が安定的に電力を得ることは困難である｡本計画の精米施設改修にあ

たっては､将来の電化にも対応可能なように､ディーゼル発電機を備えて各機器をモーター

で駆動する方式にする｡

国土は全質的に平坦地なため､雨季になると各地で湛水することが多いので､建設サイト

選定に当たって注意しなければならない｡一般に､幹線道路沿いは洪水の被害が少ないo

原料籾の集荷時期は､かんがい施設が不備なため､はとんどが年一期作で､ 11月収棲･12

-1月に流通籾の約 80%が集荷されるo

輸送手段としての国内河川輸送は､相対的に減少しており､道路輸送に取って替わりつつ

ある｡鉄道輸送は限定されているので､トラックの補完的役割となる0

籾倉庫の収容能力は､ 2.0トン/n'として算定､遮光および換気をはかり､切妻屋根の頂部ま

での高さ9.Om以上､軒下まで6.5m以上とするo

本計画に必要な概算資金は､ 1サイト当たり約 2億円と見積もられ､ 5 サイトで川億円で

ある｡

5,本計画の社会的･技術的妥当性

米を大量に輸出していた往時の精米工場･埠頭倉庫などの施設は､相応のものであったが､

そのご内戦のため全く施設は更新されず､老朽化し処理能力も製品の品質も著しく劣って

J♂



おり､もほや使用に耐えない状況にあるo EAy門川EXの精米施設は､第二次世界大戦後､

中国系の米商人によって建設されたものが多く､老朽化が著しく､世界に向けた輸出米を

対象とすることはできない｡

E川PE川EXの精米工場を改修する目的の一つは､こんご米の輸出をするに当たり､世界の

米市場で競合していくためには､精米品質を改善する必要がある｡そのために､設備の改

修は非常に重要である｡国家開発計画によると､ 1993年から少量ではあるが米の輸出を再

開することになっているo 復興は未だ緒に付いたばかりであるが､カンボジアの経済的復

興と自立のためには､農産物の輸出とりわけ米の輸出は非常に重要といえる｡

さらに､国内用消費米を対象としてもパイロットプラントを建設すべきである｡精米歩留

まりを上げ､可食割合を上げる事は重要かつ緊急となっている｡

近年KAiP思川EX は籾の購入から精米購入に変換しつつあるo その理由は

･精米施設が老朽化し､掬すり精米加工をすることが困繋である.

･食糧倉庫が不足しており､原料籾を購入しても安全に保管できない0

･籾の買い付けは収穫後､短期間に行われるので多額の買い付け資金が必要となる｡

精米の場合は､需要に応じて通年買い付けが可能であり必要資金が平均化されるo

しかし､政肘公社が､現状のように民間の施設能力に依存するだけでなく､桝の買付け賀

金手当てを含めて民間に依存することは､国民に対し主食食糧を安定供給する責務を担う

政肘機関として､非常に危険を伴うといえる｡万一､民間の米商人が何等かの守由で､政

府の食糧政策に協力的でない場合､政府はその責務を遂行できなくなることは明らかであ

り､絶対避けなければならない事であるo 政府食糧調達機関として, E^KPRIKEXが適正な

施設と食糧在韓を持つ必要がある｡
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精米工場改修計画サイト
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ミャンマ国農業開発計画

ミャンマ国の現状

ミャンマ国は南北に2, 090kn､東西最大幅が925km､国土面穣676, 577sqkTnでバングラデ

シュ､インド､中国､ラオス､タイと 5,858kmの国境線を接している｡

主な河川イラワジ(Ayeyarwady) 2,170km､チインドイン960km､人口41,000,000

(1990年)
､主な種族Eachin,

が仏教徒である｡

国民生産

-1991年

-85/86年

農業区分

農 業

畜産･水産

林 業

鉱 業

製造業

商 業

その他

貿 易

輸 出

輸 入

Eayah, Kayin, Chin, Bamar, Mom, Rakhine, Shan約90%

1989-90

百万[Eyats二

109, 735

50, 562

(%)

40.6

7.2

1.8

0.8

9.2

23. 3

17.1

100. 00

1988-89

百万二Kyats]

2, 170

3, 443

2/

1990-91

138, 136

93, 637

39.3

7.2

2.0

〕.8

9.0

22. 8

18.9

100. 0

1989-90

3, 552

5, 391



農業の現状

最近のミャンマー経済は､伝統的な輸出産品である米,木材(チーク材に代表される堅

木)等の1次産品の輸出の低迷から生じた外貨不足により､非常に困難な状況に陥ってい

る｡外貨不足は､輸入に頼らなければならない資本財や工業用原材料･スペア-パーツ等

の供給不足を引き起こし､その結果として工業部門を中心とした生産の低下がもたらされ､

ビルマ経済は縮小再生産の傾向を余儀なくされてきている｡

これに加えて､経済全休の下支えをすべき農業部門においても､その不振が明らかにな

ってきている｡その現象は､政府が過去20数年来にわたって唱導してきた ー米中心のモノ

カルチャー農業からの脱却+が実現されていないばかりでなく､ビルマ農業の根幹をなし

ている米生産そのものまでに及んできている｡

ミャンマーにおいては､イラワジ河下流部にひろがるイラワジ･デルタを中心に稲作が

なされてきているが､米はミャンマー人全体の主食であるとともに､余剰米は貴重な外貨

獲得の手段として周辺各国を中心に輸出されてきている｡米による外貨獲得額は､ 1984年

前後から第1位の地位を木材部門に譲ったとはいえ､現在でも確実に外貨を確保しうる産

品として､その重要性に変化は無いと言うことが出来る｡また､ミャンマー国内での安定

的かつ低簾な米の国民への供給はミャンマー社会の安定に不可欠であり､この条件が失わ

れると国民の相当部分を占める貧民層の生活を直接的に脅かすことになり､社会不安を引

き起こすことになる｡

そこで､ミャンマ政府は国家経済計画の中で米の輸出増進をうながす事で国家経済復興

の一助にしたい計画であるc.輸出米の品質向上を促進する為に製造能力が低下し､製品歩

止が悪化した精米所の改修計画を進めているが､国家予算の不足から計画実施に支背をき

たしている｡
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米の生産の推移

米の生産量の推移は､表1に示す通りである｡この裏で明らかなように､ 1975年には総

生産量が900万トン強にすぎなかったものが､ 1980年代の前半には1,400万トン前後の総

生産量を確保するに至っている｡このような増産を実現した要因は､在来種に替えて高収

穫品種(High Yield Variety : HYV)を普及したことにより､単位当り収量を増加させた

ことである｡現に､ 1975年に0.70トン/エーカーであった単位当り収量は､年々上昇し､

1980年代には1.20トン/エーカー前後を実現してきている｡ HYlrの作付率は､ 1975年の

33%から､ 1981年に82%まで拡大したが､それ以後は約80%で推移している｡

米消費の推移

米の消費量については､政府によって公表された資料は無いが､概ねの需給バランスを

明らかにするため､いくつかの仮定を置いて推計したい｡

ミャンマー政桁の農業関係者からの聴き取りによると､最近の人口1人当り米の年間消

費量は170kg､また､籾から米への精米率は､各種の損耗を含めて50%程度としている模

様である｡そこで､人口1人当りの籾消費量を0.34トン/年と仮定すると､籾消費量､需

給バランスは､蓑2のようになる｡ここで推計された需給バランスは､例年､生産量が消

費量を上回っているところから､次年度への持ち越し在庫を考えないとするならば､一応

の輸出可能量とみることか出来る｡このため､ 1980年以降ビルマからの輸出可能量は､籾

ベースで170万トンから230万トン(精米ベースで85万トンから115万トン)程度である

と考えられる｡
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衰l 米生産量(粗ベース)の推移

単位 1975/76 1980/81 1981/82 1982/83 1983/84 198Ll/85 1985/86 1986/87

稲作付面積
1,000

エーカー
12,858 12,668 12,610 12,06LL ll,938 12,151 12,1川 12,318

柳生産量
1,000

トン
9,062 13,107 13,923 川,1116 川,287 lll,255

1.17

川,317 15,219

単位当り収量
トン/

エーカー
0.70 1.03 l.10 1.17 1.20 1.18 1.211

(荏) 1986/87は見込値

(資料) Reporしtoしhe Pyithu Hlut,tatJ (国会報告)

(荏) 1986年の生産量見込値は､ 1,522万トンと前年比で6 %の増加を記録しているが､例年最新値は政府に

よる希望的観測を元に公表されており､通常次年度以降に‾F方修正がなされる｡

トJ
＋

表2 米消費量(籾ベース)の推移

総人口

籾消費量

単位 1g80/81 1981/82 1982/83 1983/8Ll 198u/85 1985/86 1986/87

1,000人 33,608 訓,287 3上1,976 35,680 36,392 37,115 37,850

1,000トン ll,叫27 ll,658 ll,892 12,131 12,373 12,619 12,869

椀生産量 ′/ 13,107 13,923 川,lL16 川,287 川,255 11ヰ,317 15,219

需給バランス ′′ 1,680 2,265 2,2511 2,156 1,882 1,698 2,350

(資料) 総人uは表1と同様



米輸出の推移

英領植民地時代のミャンマーは300万トン台の米の輸出を誇っていたが､最近では隣接

国タイにこの面では完全に圧倒されており､ 1980年代の米輸出は､ほぼ60万トン台と低迷

している｡最近の米輸出の不振は､インドネシア,フィリピン等のアジア近隣国が米の自

給を達成し､国際的な米市場の拡大が困紫であるといった外的条件の変化によるところは

必ずしも否定出来ない｡しかし､官民一体とも言うべき体制をとりながら輸出市場を開拓

･確保してきているタイの実績と比較すると､ビルマ政府による米政策に関するミス･マ

ネージメントも米輸出の低迷の原因の一つになっていると言うことが出来る｡

米の生産面については､ 1977年から開始された"Whole Township Special rligh Yield

Production Programme” (HYV Programme)により､土地条件の良好な地域にHYVを普及

させるとともに投入財(肥料,農薬)を集中的に配給するという方法で土地生産性を向上

させることに成功した｡これは､表1に示した籾生産量の増加からも明らかである｡

表3 米の輸出実績

単位:万トン

輸 出 量

1980/81

1981/82

1982/83

1983/84

1984/85

1985/86

1986/87

67

67

68

87

62

58

62

(資料) 政府関係者からの聴き取りによる｡

しかし､米に関する価格政策は､農民から低廉な価格で米を調達し､消費者に安価で供

給するという方針が採用され､これを確保するため流通部門を強力に国家管理の元に置い

ていたため､農民の生産意欲へのマイナスの影響や貧弱かつ硬直的な流通ルートの存在等

種々の問題をかかえている｡

2∫



2ミャンマ国農業省農産物通商公社精米所改修計画

ミアンマ国農業省農産物通商公社(郎an氾ar Åg=c℃ltural and Produce Trading(

抜OPUT)は当国主要農産物である米､玉萄黍､豆類の管理及び輸出促進に主力を注

いでいるが国内経済の衰退により外貨獲得率が後退し,長年にわたり既存設備の

保守管理に対する機材や部品の調達が遅延したままで操業が続けられ結果ニー1.製

造能力,製品歩止の悪化を招いている｡現在生産量のミャンマ米は破砕米が多く

国際市場で品質的に自由競争に耐え得る全粒米と呼ばれる5%破砕或は上級を示す

15%破砕米､市場商品輸出米の目安限度である25%破砕米を合わせた輸出可能商品

米は全生産量の30別こも満たない現状である.かかる状況を踏まえミャンマ政府

はHOPUT所有の中で特に設立年度が古く､殆どが設立以来20年以上経過している

特に老朽化が著しい42精米所を早急に補修或は改修し既存米の商品価値を高め､

輸出の促進､農産物の商品イヒ推進により農家経済､地方経済の改革に寄与し同時

に農家の自立､地方経済の括生化を促し疲弊したミャンマ国経済復興の一助を担

わす計画である｡改修事業計画予算総額17億5百万円､細目ほ次の通り｡

(1)精米機器改修計画( =1.051.7百万円)

下記表 42箇所朗OPT精米所の精米積改修事業計画

Capac土亡y

(Ton/” )

-
1.0

- 2.5

ー
5.0

To亡al

Renova亡1ng Machines

(Husking Machines &

whiヒening MachirleS )

HUSKING MACHINE:6”x lse亡

w口ZTEN=NG 凹ACHrhTE: 30HP

x 1 seヒ

cosT/ PLANT Number

¥ of

Planヒs

6′700.000 1

HUSKING MAC:1=NE:10''xlset 19, 000′000

wH=TEN=NG MACHINE:30RP

x 2 seヒs

HUSKING 凹AC;1=NE : loll

x 2 se亡s

wH=TEN=NG MACH工NE: 3011P

x 4 sets

Amounヒ

¥

6′70〇′000

27 513′000.000

38′000′000 14 532′000.000

42 1′051′700′000

2占



(2)穀物倉庫改築事業計画(
≡ 118百万F引

1)簡易穀物倉庫( 50建)建設計画 =114百万円/建x50建=TO百万円

2川ÅPT精米所付属既存穀物(40建)倉庫改修計画=112 x40 =48

出

Madalay Division

Magwe

Mom

Rayab

Shaロ

でenasser土m

也

29-192 tons

49.186

82.560

3′520

13.800

ll.480

出

Sangain D土vis土on

Kachln

Kay土n

l rrawaddy

Rakb土ne

Bagho

Yang on

也

27,891亡ons

5,750

5′700

511.940

91.360

411.710

362.765

(3)米集配増強計画(
= 535,6百万円)

精米所の総合的操業管理能力の向上及び米の品質向上を目指す親点から雨の

多い当国においては収穫後の速やかな処置.対応が重要であり､また輸出促進

においても集配能力の向上は不欠である｡

トラクi2t車 $4台=94x15百万円/台=423 百万円

2O ぢ･0台=9O王2
= i2･6

ピックアブ型四輪駆動車25台=25互4 =100

ユ7



ミャンマ国展某省農産物通商公社精米所改修計画椎星団



No.

2.

3.

4.

Dtvlslon

Ay.cyB血y

FnGD

ⅩaBnD

卜J
､､()

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

a.

9.

10

Townshtp Locatlon

Pancln pathe[n(westJ

Hyaungrnya uyaungmya

巳ogato B8gaIB

uouTmcln- uoulrnelngyun

9yUn

EInm8 Ehlme

しabulta しabulla

Kyatklal KyaJkJaI

Nyaungleb[n NyaungTebln

Kyauklaga Kyauktaga

Bag3 Kamanat

Thanalpln rb,mas8

Pyl FYI

Shwed auflg Shy,ed au†lg

Thegon ln･ua

Pa un9jo paungj8

Natlalln naLtann

Pazundaung Pa-zundaun9

Kamayu(

Tv/an【o

Kamayu!

Tyvantc

Sユ上巳:≡ : uAPT NOTE:.

Name o†

▲Mtll

Stal(】

Khltmo

50Ton

Khllmo

KMlrn8

Lay･[an

Khltm(】

且tコ出且Iu皿

Capa- Req.

clty No,

(8 llr

Ton oI

Rtce)

虹LS出血〟l hLGnESC8 IE=L n虹OLh仏巳工地En且跳

MH[ Secuon

Relur11

Huskcr Husk()r

Paddy Whlte TFleur

S可Ia- rlceCon8 Cy‖n一 丁yp8

rato｢ der

33 01 41x5 61x2 45x4 3-1/21x6 3

33 31g 4'x5 61x2 45x4 3-1/2'x6 3

33 491 4.x5 6■x2 45x4 311/2'x6 3

33 511 4-x5 6-x2 45x4 3･1J2●x6 3

17

17

20

33

17

10

10

33

17

17

ココ

40

31

2一与3

5543･1/2'x3 6'x1 54x2 3'x3

555311/2'x3 6'x1 54x2 31x3

5573･1/2.x4▲ 6-x1 45x2 3-1/21xl
&3●x2

92 4'x45 6●x2

734-1/2.x2 6-xl

1323･1/41x2 6-xl

1603-1/2'x2 61x1

454 4-x6 6-x2

425 10.x1 61xl

388:ト1/2■×2

369 41x6

3703･1/2'x8

356 4-x5

GeTTTlan 8 0 1 4'x2

^merlcan 20 02 4･1I21x2

HanLhanyunL 13 03 41xl a

31xl

lO O6 31x2 &

2-xI

NaJkbat1 33 04 41x6

K､vlnchaung 3 3 0 5 4-x6

Ty''anlo lヱ '1LO2 3･1/2'x3

134

T = Lleans TrayTypc Paddy ScparalOr

H ≡ Hく)(l王Onlal WhFtenln(】 Machln(】

6-x2

6-x1

6-x2

6-x2

6-x2

6■x1

6■xl

lO-x2

6■x2

G■xl

45x4 311/21xG

45x1 3･1I2'x2

45x1 211/2-x3

45x1 21x3

COx3 4■×6

&36xI

T)く1 H12.x3

H･1■xl

3G

45

60

45

60

45

36xl

& 2<xl

2･1/2■x1
3x1

4●x6

2■x6

3-1/21x5

2-1/2-x4

Txl . 3-1/2-x2

&36xl且2･り2-x2

45x1 2-1/21x3

54):1 2●x2

60x3 4'x6

60x3. 4.x6

･15):1

5JIx2 31x2

Motor

Molo｢

Motor

Duckau･

8(】r8

Hp ):

Strolく8

250

250

250

25013-x181

WotfNES
･13

Motor 130

uar- 140131x26-

shall

Motor

uar-

shall

Motor

Robey

Motor

Mol()r

uotclr

Nolo(

Mar.

Shalt

Motor

Dlrnen- Pressure

Type slon lns/1∩2

Buck1 6'x18● 200

quwot†

Hlro-

shlma

6■x18■ 120

Evapora- Year

llon oI

Constrリ

ーctlon

lg62

1962

196'1

4.480 1962

1976

6.720 1976

150141x281Mutt(- 5･1/2'x19' 150 6.700

Tubu】ar

230

- 13-x2GI La†ヽca･ 61x28-

shlre

90

･ 15'x30. Corn1 61x20'

1sh

370

1丁6

171

300

- 13-x151Lanca-

shlr8

224 -

uotor 120

Molor 170

Motor 150

Motor 120

Motor 325

Molor 325

Turb[nc i JILT

100 5.280

90 2.840

6-x281 120 5.g80

Hlro- G-x181

shlma

70 G.72(】

1978

960

933

964

967

g60

969

968

961

g58

962

1955

1957

195g

1978

196】

1961

1976



- 1L -

No.

2.

4.

5.

1

2

3

4

5

uJo 6

7

8

9

1.

I.

Dlvlslon

Sa8ah8

Ba上山皿B

Lia9Yte

占ムヒ止

Ka yah

Toy/n5hlp

Kay/l(n

Ka(ewa

Home]In

PhaLIDgbyln

Karo

Locatlon

Kaw[rn

ka(ewa

Homelln

Phaun9bytn

Ka[o

Sutv/ay Slttway

Buth]daung Buthldaung

Maun9daw uaungdav/

Kyaukpyu Kyaukpyu

Thanlwe( Thantw()I

B〟a O嶋

Myede Duy(ngabo

Kam a Kam a

Pa-an Pa･an

Lolkaw KolkavJ

Name 0f

Mlll

Capa- Req. M[ll Sectton

clty No.

(8 h｢

Ton of

RIce)

8

8

8

8

且

40

33

33

33

8

8

8

8

5

ユ

13g

8

8

16

a.

8

B_

B

Husker

1053-1I21x2

1143-1/21x2

1263･1/2●x2

Return Paddy Whlte Trleur

Huskor Sepa- rlceCone Cyltn-

rator der

6-x1 54x1 2･1/2'x3 1

6■x1 54x1 2･り2■x3 1

6'x1 54x1 2･1/2■x3

1123-1/2●x2 6.xl

l193･1/2●x2 6'xl

OO1 4'x6 6'x2

002 ヰ●×6 6tx2

0034･1/2-×S 6`x2

036 41xl & 6'x1

2●xl

0353-1/2`x2 6●xl

O38 41x2 6'xl

O39 4■xl& 6-x1

2■xl

O51 4-x1 6-xl

O53 6'xl

Totat 42 RIc8 u川s : 772

sコ』王≡: MAPT上丈ⅡE: T= MeansTrayType PaddySeparator

H I Means Hortzontal Whltenlng MachlneI

54x1 2-1/2'x3

54×1 2-1/2'x3

60x3 4.x6

60x3 4'x6

45x2 41x4

45x1 2'x3

54x1 2･1/2'x2

36x1 2･2/3'xl

&24x1

45x1 2●x3

36xl ill/2.x2

Eng`】tb8rg

Hulte｢

o43311/21x2 61x1 45x1 2･1/2●x2

o46 - 101xI TxI Hxl

oo13･1/2■'x2 6-x1 54x1 2･1/2●x2

o1311/2'x1 6-x1 36x1 2■x2

Bore Dlmen- Pressur8 Eyapora- Year

Typo =P x Type s[on [ns/trP tlon oI

Constru

･c11on

lOO 2.8-10 1962

200 2.290 1963

Slrok(I

Rob8y

Buckau･ NES:

14'x28- Cor-

nlsh

しoco

Wou 7

Robey 141x28■ Cor-

ntsh

Robey 14■x28`
●

Robey 141x28-

8uckau･ 250 13●x18■ Loco

Wol†NES 13

Marshall

Robey

∈slcrer

Robey

LIster

Dl()sel

YaLTl a

Zector

Motor

Robey

Motor

25013'x18■

13-x36●

15.x16■ Cor-

nlsh

121x18-

12■x18- Loco

15-x28. Cor-

nlsh

40

25

50

40

6■x20●

6■x17-

6-x20'

6'x20'

6●x20●

7●x17-

7.x17■

7'x17.

6.x20'

7●x17-

5■x15●

6-x20.

_ 141x28■ Cor･ 6●x20-

ntsh

40

100 2.840 1g66

100 2.840 1966

100 2.840 1965

200

200

200

100

4.480 1962

4.480 1962

5.丁80 1g58

2.84O lg61

2.580 1g63

2.500 1951

2.820 1g61

1985

1g80

2.840

1g75

1975

1966

1967



対象案件名:南東デルタ地域農業開発計画

調査対象地域:イラワジデルタを中心にした稲作地帯

計画案件対象地域の概要:調査対象地域はイラワジ河デルタ地帯に広がる稲作地帯である｡

雨季には十分な水が獲られるが乾季には河川の水位が下がり濯

概耕作面積が極端に縮小される｡ミャンマ政府は南部デルタ地

域での乾季漕概または雨季の補水漕概設備を整備し米作収量を

向上させたいと希望している｡

今回の現地調査の結果:現地に即応した潅概設備は多岐にわたる｡自然地形勾配を利用し

た傾斜雇概､浮揚水(フローティングポンプ)濯概､溜地建設､

小規模雇概用に河川伏流水を利用すべく浅井戸建設などの港瀧用

水資源開発の可能性があり､潜在開発資源は多岐に渡る事からM

/P作成が希望されている.今後の更に調査が必要となる｡今珂

の調査は現地が雨季の最中で行動に制約が伴い十分な調査ができ

なかった｡次回乾季に追加調査が必要である0

3T



農業公社の地方組織と普及体制

国政

レベル

国会H農林省H農業公社M･D･(1人)
DyG.”.

Asst.Dy.GM

州(7) A=ll･i管内人 農業事務所 D.”.(125人)
Dy.D.”.

Asst.Dy.D.hl.

S.”.S

民=議Il州･

管区(7) 議長(14ヵ所)

レベル 評議員

タウンシップ A議Ilタウ,÷･プi

i
i

E

人 農業事務所 T.M.(608人)
Dy.T.”.

Asst.Dy.T.”.

i

民石-ilノンツ

(314) 議長(299ヵ所)

レベル 評議員

lプ..
ノキャンプ

ビレッジトラック …人去会議l⊆ロタク(/6337カ所)
V.T.”

I

(13,700余)
【

葛議長(Ⅴ.T.”
(2人 (3至?･1H荒誓)

Ⅴ.”.

(6･1写.%8妄)

レベル :評議員

】

90)

ビ･レッジ,人去会議/

F

F
I

I

(65･000余)議長農業者会議トⅤ･(61y呂｡3人)
レベル評議員

生産者協同l

注) M.D-Managing Director G.”-General Manager D.”-Divisional Manager.

S.M.S-Subject Matter Specialist.

T. ”-Township Manager.

Ⅴ.T.M-Village Tract Manager. Dy-Deputy

V.”-Village Manager. Asst-Assistant

農業者会議-Village Famers Council

生産者協同-Village Production Cooperative

31



カンボジアにおける面会者

（l）日本大使館

篠原　勝弘

阿部　憲子

参事官

一等書記官

（二2）外務省

〈Departe皿ent delaCooperation Ecor［Omique et Culturelle〉

某ada皿e You Ay Dircctrice

（3）農業省

Ing．ChheaSong Vice，櫨inistrc del’Agriculture

くDepartmcnt of PlanniIl＆Statistics andInterTlationaICoopcration〉

1r．Chan Tong Yves I）cputy Director

甘r．Chca Xong Director

くAgronomy Departnent，InternationalRelation Office〉

耳r．Ith NcKly Direcdtor

〈Dcpartment of Kechanization〉

Soci6te des Engins址caniques Agricoles，

DoyeIldela FactJlt6des Xachinismes Agricoles

ur．Lcang Sam Hat I）irectcur

くCerItral Company of Agricultt）ral Haterials〉

Xr．Sou Nai Xanaglng Director

くPrcy Pdau Rice Research Station，Kompng Spcu Provincc〉

￥r．淡ak誠un

はr．Ouk説）k

（4）商業省

鍼r．仙im Vanda

〈Forcigr）Trade Departmcnt〉

撼r．ChaIIRasy

〈Kampuchca Ccntral Fod Conpany〉

Xr．Var Chcang

Vice Director，Station

Vicc Dircctor，Station

Lict）tCnant G6n色ral，ⅡirListre du Com皿erCC

Gcncral Nanagcr

くThe Kampuchcas SuperintcndcnccandInspection Dircction〉

1r．Chhcng Sarocurn　　　　　　　ぬnagcr

櫨r．Khlallk Chuon Dcputy櫨anagcr
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祉r. Phamacist丘ang loeuJI Deputy lanagcr

(5) Ca皿hxlia-1IiEI Rice Project

8arry Nesbitt, Ph. D. Agronomist/Project Xanager

RaB] Chct Chaudhary, Ph. D. Plant Breeder

3＋



調査日程表

6月4日移動（成田－マニラ）

ト6日ADB．Ⅰ肌Ⅰでインドシナ稲作増産計画資料収集。

7日移動（マニラーバンコク）

8日移動（バンコクーミヤンマ）

9日農業省及び”APT所有梓米所机i8yindine．Hlり川Tow】－Shi潮間

10日8ago－鮎川．Hlaing　胴n拍ip rice幻ill訪問

11日　Maれdalay

lう－17日Yango滞在、計画・統計局（PSD）．ミャンマー精米協会【…Å）－

対外貿易省（FERDl，日本大便鹿及び国際協力事業団訪問打ち合せ

18日　Yezin農業研究所訪問

19日移動（Yeヱれ・ヤンゴン）

20日移動汀G306．ヤンゴン　ー　バンコク）

21日移動（バンコク　ー　プノンペン】

2日日本犬焼成、農業省、農業部、外務省調査打ち合せ

23－26日サイト調査及び関連機関訪問

27日移動げノンぺンーバンコク）

28日移動（バンコク発）

29日移動（成田着）



資料収集リスト

カンボジア

・Country reporも：Indccbina（Viモtn札　Laos，Camobodi丘）

by The Econo竜王stlコもe呈l己gence Uaiも

・Develo叩enもcooperation1991by UN

・Ge8iogic互i址ap of Ca雨odia

・UNICEF country report．

ミアンマ

・8asic stasいcs．1990　恥anmar

・Anuai report of agriⅢ】ture1990

・Country report by UNDP

ミャンマ国，面　会　者リ　ス　ト

農業省　計　画　局　長　DR．　MYI＼T Th e n

農業省　農業サービス次官　U Tin Hl aing

農業省　雇　漑　局　局　員　U Th・ei n Tun

農業省　調　査　局　局　長　U．　Mya Thein

FAO代表　　　　　　　　MR．　LAZO

調査団

並里次碓　（建設企画コンサルタント條））　　　秋谷憲夫（三菱商事㈱）

山崎　勇　（海外穀物検査協会）　　　　　　　南日彰夫（三菱商事（椀）

加加井悦朗（日本車輌㈱）　　　　　　　　　　松本政継（会商又八（椀）

本間　進　（くぼた（杓）

j∫



Iヤa

B1:二p

盲r
A
i

∫

ユニ

.._4二

･1I

tt/

(Iヽ

卜■7■.汁

･ヽー.上映
:珊

力ンポジ7中央食社公社(KlrPPllE,U所有の相米工場と食滞群

プノンペン近郊､トンレサッ1川に面しており､鉄娼引き込み抜を備えている｡

施設は,籾すり精米義正ほ計5･2レ(肘)′3hr,倉LF収容能力401000けを有しているb(､

いずれもIg50年代に建設され.旧式であるばかりでなく､老朽化が着い･B



'1ア

｢

..F
t

1+

二.三‡二
q.i

･Tl

1

蘇

･て
F
l!-+トけi'

”

＼J l■

ミャンマ面長業者IAPT倉庫(右).清光所伸央!.同地方耕米所佑)



･L',軒'tlF

■
-

..t7

CLJ

叫

国郎eyeth稲作研究所

h､=

'p*

i:..Jき恥淋t'!

二:TT

7?ン/i--7:シーーァ･倭i [El釦ap sproy耐電予生産圏域

田立TcuL kra6aing租仲島壕


	表紙
	まえがき
	目　次
	第1章　カンボジア米穀産業復興計画
	1　調査の背景
	2　カンボジア国優良種子生産・配布計画
	3　プノンペン近郊種子増産施設復旧計画
	・Deyeth稲作研究所復旧及び
	Toul krassain　と　Kap sprovの両種子生産試験圃場整備計画。

	4　カンボジア国精米工業改善計画

	第2章　ミャンマ国農業開発計画
	1　農業の現状
	2　ミャンマー国農業省農産物通商公社（MOPT）精米所改善計画
	ミャンマ国農業省農産物通商公社精米所改修計画位置図

	カンボジアにおける面会者
	調査日程表
	資料収集リスト
	ミャンマ国，面　会　者リ　ス　ト



